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　時の流れはさまざまな物事を変えていきます。
団地も日本に誕生したころは「夢の団地」と表現
されていましたが、居住年数が長くなればなるほど、ご入居者の年齢は上
がり、若者の数が減り、地域コミュニティの活力は減少していきます。

　このような状況の中で、「生涯賃貸」をコンセプトとする当公社は、
2017 年の春に浦賀団地（横須賀市浦上台）にて団地活性サポーター制度
を開始しました。この制度は、ご入居者の団地コミュニティへの参画機会
を増やすことなどを目的に作られたもので、その最初の担い手となったの
は、神奈川県立保健福祉大学の学生 4 名でした。ヒューマンサービスの実
現を目指す同大学の学生らしく、この 4 名に共通していることは、「地域
活動に参加し、人との関わり
合いを大切にしたい」という
思いです。

　2017 年の春に浦賀団地の
一員となった学生の最初の仕

事は、団地の集会所で開催されたコンサートのチラシをご入居者に配
付することでした。それから 2 年、学生たちは主体的な活動ができる
までに成長しています。

　そんな学生たちによる自
主的活動のひとつが、孤食対策として取り組んでいる「どんぶりの会」
と呼ばれる食事会です。ある日のメニューは 4 色丼（左写真）、学生た
ちが作りました。20 名のご入居者が参加し、皆さんおいしいと笑顔で
完食。2 年の歳月
で、 ご 入 居 者 と

学生たちの距離はぐっと近く自然なものになりました。

　そしてこの春、3 名の学生が大学卒業とともに浦賀団地
から旅立ち、さらに多くの人々に貢献すべく医療機関へと

就職しました。また、新たに 4 名の学生を
加えた団地活性サポーターの総数は、19 名
（2019 年 4 月現在）になりました。
　学生たちの思いも当公社の思いもまだまだ
道半ばではありますが、若いエネルギーは少
しずつコミュニティに変化を起こしています。 ▲団地コミュニティに溶け込む学生（青い T シャツ着用）。

▲今年行われた団地コンサートでも、学生た
ちは企画や司会などで活躍。

学生による団地活性化への取り組み



県公社のたより　第 24 号 2019 年 5 月 17 日発行

　　お住まいに関してのご相談、お問い合わせおよび退去手続きは下記管理会社へ。

横浜若葉台にお住まいの方

（一財）若葉台まちづくりセンター　☎  045-921-3361
FAX 045-921-3365

水曜・祝日を除く 8:30 〜 17:30。それ以外の緊急時は防災センター
が対応します（☎は、まちづくりセンターと同じ）。

横浜若葉台以
外の団地にお
住まいの方

 ( 一社 ) かながわ土地建物保全協会の各サービスセンター

川　崎 ☎ 044-511-2500 ／ FAX 044-522-9405 湘　南 ☎ 0466-43-7731 ／ FAX 0466-43-7734
横浜北 ☎ 045-933-0593 ／ FAX 045-932-4865 県　央 ☎ 046-251-2901 ／ FAX 046-255-6819
横浜南 ☎ 045-778-4425 ／ FAX 045-778-4428 西　湘 ☎ 0463-71-1839 ／ FAX 0463-73-0428

夜間、土・日曜、祝日は、緊急連絡センター☎ 045(212)1889 へ

超高齢社会が到来した日本の状況は、
当公社の賃貸住宅にお住まいになる方々の年

齢構成にも当てはまり、全契約者の約 50% が高齢者
（65 歳以上、世界保健機構の定義）であり、また全世帯の

約 20% が単身高齢世帯となります。
　このような状況はさまざまな問題を提起しますが、中でも孤

立死への対応は大変重要な
テーマとなります。そこで、
当公社はご入居者の団体や
管理会社と共に、2012 年
から孤立死等防止検討会を
組織し、継続的にこの問題
に取り組んできました。
　約 7 年にわたる孤立死へ
の取り組みの成果のひとつ
は、「孤立死等対策に関す
る協定」による見守りネッ

トワークを拡充できたことです。
　2019 年 3 月 15 日には神奈川県牛乳流通改善協会と協定を結
び、見守りネットワークは 13 自治体、民間 5 団体に広がりました。

　充実してきた見守りネットワークですが、安否確認の通報が
最も多いのはご入居者の皆さんです。この “近所の目” は見守り

の要となるものであり、その変化への気づきはこれまで何度とな
く命を救ってきました。その “近所の目” をより充実させる参考
として、「孤立死要素」をご紹介します。

　「孤立死要素」とは、東京都の世田谷区で起きた 147 件の孤立
死事例を分析した結果導き出された孤立死の要素であり、この研
究では孤立死を「孤立死要素が重なり合った末の死」であると分
析しています。ということは、「孤立死要素」に着目して見守る
ことで、これまで見逃していたような予兆や異変に気づける可能
性があります。また、逆に考えると、孤立死要素を排除していけ
ば、孤立死リスクを軽減できることになります。
　「孤立死要素」の一覧を左に記載しましたので、見守りの観点・
視点として参考にしてください。

　
今回、「孤立死等対策に関する協定」を締結した　
神奈川牛乳流通改善協会について

　神奈川県牛乳流通改善協会は、地域貢献に非常に熱心な団体で
あり、自治体等と見守りに関する協力関係を築いています。また、
横浜市とは「災害時における牛乳等の供給協力に関する協定」を
締結し、災害時には被災者に無償で牛乳等を提供するそうです。
同協会は、このような協定を県下の他の自治体に広げていくこと
を目指しています。

　神奈川県警察の資料（2018 年 神奈川県内における振り込め詐欺発生状況等について）によりますと、振り
込め詐欺の被害件数は 2018 年の 1 年間で 2,601 件となり、前年より 187 件増えています。これほど社会的
に話題になり、報道などで注意喚起されているにもかかわらず、振り込め詐欺は後を絶たず、それだけ、手口
が巧妙化しているようです。

　神奈川県警察は、振り込め詐欺の多くは家の固定電話にかかってくるので、その対策として次の 5 つを勧
めていますので参考にしてください。

　また、当公社が確認したところでは、公社の賃貸のご
契約者に

　「あなたの連帯保証人になったので、そのためにはお金
を払ってもらう必要がある」

　という趣旨の連絡があり、金銭を騙し取られるという
事案があります。
　当公社では、ご契約者からのお申し出があり、かつ、
資格要件を満たした場合に限り、連帯保証人の変更を認
めておりますので、知らない間に連帯保証人が変更され
ることは絶対にありません。不審な連絡を受けた際は、
最寄りの警察署にご相談ください。

農業を活用して地域創生に挑戦
二宮団地に関する最新情報は、
下記Webサイトでご覧ください。

https://www.nino-satoyama.com/
※下のQRコードでもアクセスできます。

　上の絵は二宮ビジョンマップといい、二宮団地（中郡二宮町百
合が丘）において当公社が目指す姿を描いているものです。
　拡大図のように、このマップには農業が描かれています。2019 年春、当公社は二宮団地再編プロジェ
クトの中で、農業を活用した地域創生に挑戦します。大変ユニークな活動ですので、詳細をいずれご紹介
できればと思います。

お金を動かすときはご注意ください！

対策 1　迷惑電話防止機能付き電話機への変更

対策 2　留守番電話の常時設定

対策 3　固定電話から携帯電話への変更

対策 4　固定電話の電話番号変更

対策 5　電話転送サービスの設定
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■孤立死要素
項目 概要　※ 県公社のたより編集者による。
身体状況 老化による衰えなど
世帯状況 ひとり暮らし、高齢者のみなど
家族・親族状況 頼れる家族・親族の有無
疾病 持病の有無など
サービス利用状況 配食サービス、デイサービスなどの利用の有無
日常生活動作 日常生活を営む上で不可欠な基本行動の自立度

住居状況 常時カーテンが閉まっている、ゴミがたまって
いるなど

配偶者状況 死別、離別など
精神状況 認知症、精神的不安定など

拒絶 訪問拒否、通院拒否など地域や近隣との関わり
を拒絶する

近隣状況 近所との交流の有無
経済状況 困窮している
友人・知人状況 遠方にいる
うつ病 うつ病の既往歴
連絡・連携状況 安否確認が取れずそのまま

ストップ 孤立死 見守りの目を増やし、研ぎ澄ます

協定書を手に記念撮影
右手が神奈川県牛乳流通改善協会の
会長・平田 英明氏

　豆知識「県内産生乳」
　神奈川県産の生乳を 100% 用いた
牛乳・乳製品を認証する制度をご存
知ですか。
　これはかながわ酪農活性化対策委
員会が行っているもので、認証され

た製品には「カナミルくん」（上図）が表示されていますので、
ぜひ、かながわの味を試してみてください。対象製品は、牛
乳の他、クリーム、バター、チーズ、アイスクリーム類、ヨー
グルトなどです。

　ここで紹介した「孤立死要素」は、せたがや自治政策研究所が 2014 年 6 月に発行した
『せたがや自治政策研究　Vol．6』に掲載された「第 5 章　孤立死リスクの高い高齢者へ

の支援のあり方」（執筆者：澁川 紀子）を出典としています。

　※ 下記 URL、または右 QR コードから掲載サイトを表示することができます。

　　http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/99999/15609/d00132188.html

神奈川県警察の
ホームページに
も載ってるよ！
今すぐ「神奈川
県警察」で検索！



　賃貸住宅の建物とし
ての長寿命化を図り、
かつ、設備・仕様を改
善することによって商
品価値を向上させるこ

とは、限られた経営資
源から多様な商品を生み出し、ひいてはお客様に多様な商品を提供
するうえで重要であると当公社は考えています。そして、この考えを具現化したひとつが、「アンレーベ横浜星川」です。
　60 年以上前に建てられた「桜ヶ丘共同住宅」に住宅性能改善事業を実施し、外観も内部も写真のように生まれ変わりま

した。具体的には、経年に伴う修繕工事などを一歩進め、外断熱化、時代のニー
ズに即した間取りへの変更により
居住性能を向上させ、併せて、建
物全体のデザイン性の向上などに
も取り組みました。
　なお、今回の改善工事はご入居
者がお住まいのまま実施しまし
た。「桜ヶ丘共同住宅」のご入居
者だった皆様のご理解・ご協力に
感謝いたします。

【企画・編集】

神奈川県住宅供給公社
　　　　　　「県公社のたより」担当

〒 231-8510　横浜市中区日本大通 33 番地
☎ 045（651）1864　FAX 045（671）0905
営業時間　平日　8：30 〜 17：30

《E-mail》 tayori@kanagawa-jk.or.jp

県公社のたより
　第 24 号　2019 年 5 月 17 日発行

バックナンバー（過去発行号）は
当公社ホームページからご覧いただけます。
http://www.kanagawa-jk.or.jp/residents/

次回・第25号は
　2019年 10月発行予定です

広告

　〒 220-8565　横浜市西区みなとみらい 3-6-4（横浜中央支店・金融公務課）

　 TEL：045-224-3519  FAX：045-224-3520

▲システムキッチン　　　 　▲ユニットバス
白い壁紙にフローリング（杉無垢材）の床、押入
はクローゼットに。現代的な内装にフルリノベー
ションされました。

　この春で 1 周年を迎えた多目的スペース Kosha 33。そのスペースのひとつ「ラ
イフデザインラボ」は、みんなでつくるくらしの実験室をコンセプトとして、
これまでの 1 年間でイベントや
ワークショップを多数開催し、約
4,000 人の来場者を迎えました。
また、1 周年記念のイベントに
は、たくさんの親子連れにご参加
いただきました。こどもたちは、
自分の描いた絵がディスプレイの
中で動いたり、トートバックに印

刷されたりといった仕掛けや、木工作
に夢中の様子。今後も「くらしリノベーション」

を生み出す場となることなどを目指し、Kosha33
を運営してまいります。

賃貸住宅ストックを活用し、お客様へ多様な商品を提供します

住宅性能改善住宅　アンレーベ横浜星川

改善後

（横浜市保土ヶ谷区桜ヶ丘）

は 1周年を迎えました。

Kosha33に関する最新情報は、
下記Webサイトでご覧ください。
https://www.kosha33.com/

※右のQRコードでもアクセス
　　できます。
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1 木工作会場　2 ファミリー向け参加型アトラクション「RICHO 公社オリジナル紙アプリ」
3 子供が描いた絵をその場でトートバックに印刷　4 木工作（椅子）


